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一市民参加型オペラの制作にあたって一
For the Town and Its People : 
Producing a Participatory Opera for the Citizens 
岡元 翼理子
OKAMOTO, Mariko 
しはじめに
平成14年9月
September, 2002 
「人」の表現法にはいろいろな手法がある。人が集落をつくり「町」が存在する。「町っく
り」は「人づくり」 といえるし、「人」 は 「町Jから生まれるといえる。昨今、「町おこし」は
「人材育成」「地域活性化」など様々な声が聞こえる時代であるが、具体的にどのような過程が
あり、実現させているのか。または既存のものに頼っており、今後検討するのか、地域に異な
る状況であると思われるが、 一つの試みを提起、報告し今後の「町づくり」「人づくりJに 「地
域活性化」 参考になればとここに取り上げる。
I .実践
(1) 実践する地域 ・地区
事業を実践する地域・地区を考え、それに伴い題材の設定に繋がる。鑑賞する観客が地域住
民であるためその地方の歴史や伝承民話など地域性の高いものが良いと思われる。ここでは、
筆者が住んでいる町、北広島市の開拓時代の逸話を元にしている。このよう な選択により、「身
近な生活」の中で実践者（事業参加者）の実践の意欲を高める効果がある。参加意欲を高め、
長時間要する手作りオペラを作ってゆくのである。
(2) 実践にあたって
①脚本（演劇や映画 ・放送劇などのせりふや歌詞・ 舞台装置などをしるすもの）を依頼す
る。公演する場所が広く近隣の場所も含むのかを考慮する題材の希望
~題材の内容の希望を伝えるためテーマを絞る。ここでは(1）この町が広島県からの移住者が
開拓し、その長が和田郁次郎であり、この人物に焦点を当てる。（2）野幌国有林とその続きの森
である北広島市のレクリェーションの森の重要さを未来に伝えたいということ。（3）自然の大切
さなどを脚本家に具体的資料を収集し、ストーリーのあらすじを考えて伝え、脚本におろして
92 岡元：人づくり町づくり市民参加型オペラの制作にあたって
もらうのである。
③キャストの募集、 脚本が完成真近となった時、募集の準備に取り掛かる。 また、スタ ッフ
なども募集すると良い。市内在住、または関係のある人などで構成するよ うに心掛ける。その
ことによって十分地域性が表出する舞台になるのである。募集はチラシにより、オーデイショ
ン形式を取った。 このオーデイションは上手い下手という ものを計るのでは無く、積極性、責
任感の有無、協調性、性格の柔軟性などを面接によ り見る ものであり、音楽性や演技力のみを
みるものでは無い。また、協調性においてはこのような事業に興味本意でどんなものかちょっ
と加わってみょうかというぐらいの人もいるため、長丁場となるこのようなものは、永い時間
の中で必ずしも和気藷 と々はいかず、意見のぶつかり会いや人との衝突など、また、楽しいこ
とも、一生の友を得ること も、また人生が変わるほどの知識を得るなど様々な交流と収穫また
はその反対の悲しみなどがあるからである。ひとつのものに全員が一丸となって向かう決心が
なければやり遂げられない。成功への過程が重要な人づくり町づく りといえる。
④練習日程を設定する。キャストの年齢や職業などのことを考える。最初はこれらを考慮し
ながら日程を設定するが、 公演が近くなるにつれて練習の回数 ・時聞が増えることとなった。
この種のものは練習と準備が1年以上かかるので、その問、転勤などの辞退者、また新参加者
などまた病気などのキャス ト交替や交換などが出るものである。一応、ダブルキャストを組み
ながら対処してゆくのが望ましいといえる。
⑤練習会場は普通に使用すると、練習会場費だけでもたいへんな高額となる。しかし市の主
管または主催となることにより、市の施設または関連施設であれば減免措置を取り、半額また
は30%などの減額なとが受けれることがある。ここでは市の主管となり、場所が空いている時
の使用であれば無料にしても らう措置を取った。
il.北広島市の輪郭
北海道のほとんどの町同様に、他県からの移住者によって成り立ち、広島県広島市と隣の東
広島市の開拓移民により聞かれ現在に至る。明治17年25家族103人の大志を抱いた人々によ り
開墾されたのである。今回の創作オペラにより和田郁二郎とその和田率いる開墾移住者たちの
開拓民生活、開拓精神、人間的生活の探求などの一片を考察し伝えるたいと希望したのである。
北広島団地は「札幌のベッ トタウン」といわれる地域である。最初開墾した西部 ・輪厚地
区、北の里地区、東部地区、そして木の伐採をして新しく作った北広島団地地区とで成り立っ
ている。現在は6万7千人あまりの人口を持っている。 公共施設も完備され、北広島病院を始
め個人病院が多く、 小中学校16校、高等学校3校、図書館と音楽ホールなととが市民生活を担っ
ている。街のっくりは、自転車道と散歩道があり、公固などの緑地も完備され、住宅地の宅地
設計は商店街と分けられ閑静な町並みを形作っている。通称「レクの森」は野幌国立森林公園
の一部となっており、市民にとってはバードウォッチングや野草の観察、ピクニック、市内の
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幼稚園の遠足コ ス、夏のキャンプ、冬の歩くスキーコースなど市民の誰もが一年に一度は訪
れる憩いの場所である。 この森を残すために戦った先人たちの実話は市民にとって興味深いも
のとなったのである。また、民話も多く今回はオペラに導入できなかったが、たいへん興味深
い物語も発見した。さて、この和田郁二郎の子孫は現在も市内に在住しており、その家宝は博
物館として存在し、展示されている。公共施設では無く、和国家私設博物館である。材木商を
営んで、いるのであるが、この森林を伐採することの大きな被害を考えると、家業どころではな
く、北海道、特に石狩平野の消滅にも繋がる大きな損害となることが、森林の仕事をしていた
からこそ判ったのであると予測できる。また、私利私欲に走らず、北海道のことを考えでの行
動であり、広く現在の市民にも知らせたいと思ったことがこの題材の選択に繋がっているので
ある。このようなことを、 筆者がいろいろな場所で言い、語ることによ り、興味の無かった人
も参加するという具合に人の和が大き くなっていったのである。
N.実践方法
1 . 目的
「レクの森に歌声がきこえる」は1989年に初演を行い、以後、北広島少年少女合唱団が企画
を暖めてきた。
市民の憩いの場である「レクの森」は歴史的にも重要な場所であり、当時、北海道開拓使が
民有林に払い下げを行う際に、北広島の開拓
の祖 和田都次郎が「森を伐採すれば、輪厚
川 （わっつがわ）の水害を増長し、市民生活
を脅かす恐れあり」と、当時の園田長官に直
接面談し中止を願い出たという逸話が1899年
にある。時代が変わりゆく中でただ変わらな
いもの、それは真と善であるといえる。正義
を探し求めることの大きさをこの逸話の中に
ある。また、人間や生き物に取り、自然の恩
恵、の大きさに感謝しながら暮らす重要さを今
一度考えてゆかねばならないといえる。
来年はちょうど101年目にあたり、また今
日の状況は世界的な規模で地球環境の保護が
叫ばれ、自然と人聞の共存が問われている
中、 改めて先人の残した自然環境である「レ
クの森」の大切さを知らされる思いがする。
「この財産を子供達に伝えたい。市民に自
?????
?
????????
資料1 プログラム表紙
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然の尊さを知ってもらいたい」という思いで「市民ミュージカルjの再演を企画する運びとな
った。
2.テーマ
「自然との対話」
多くの市民から愛され、憩いの場として利用される「レクの森」、幼年・少年 ・青年・壮年
・老年という世代を越えて今、自然をテーマに過去から未来へ私達が何を未来に伝えるていく
ことが必要かを考え、残してゆくこと。
3.実行委員会設立（資料1参照、写真1)
名称［北広島市民オペラ実行委員会］
広く多く の市民の参加を呼びかけ、市民の一体となるミュージカル形式を実現したい。
具体的には、 ミュ ジーカルの台本 ・音楽、出演者 ・舞台や衣装などの創作、当日の裏方 ・ス
タッフといろいろな形での参加してゆける市民ミ ュージカルを作り上げる。 そして観客も町ゆ
かりの人々となるのである。
4.練習予定と関わる動き（資料2-1、2ー 2参照）
ここでは、具体的な月日 ・時開設定はあとで掲載する。大枠として、実行委員会設立時、ま
た地元関係者への説明時などの資料と実行委員会の実行計画の目安と している記載である。練
習会場、会議の場所など難問は多いが市行政の文化に対する理解で市の施設提供と市民の理解
で多くの問題を解決に導くこととなったのである。
資料2-1 練習予定
月日 練習予定 指導目 標 練習 会場
8月 台本読み キャステイング検討付ける 花ホール
曲練習 指導監督者会議3月末
募集スタッフ集合
新台本完成
9月 新台本練習 キャスト決定 花ホール
（ダブルー部有り）
作曲作品一部完成
指導者打ち合わせ会議
10月 合宿 立ち稽古開始 花ホール
ダンス練習開始 才Eホール
作曲作品一部完成
11月 立ち稽古 花ホール
ダンス入れる 花ホール
作曲作品一部完成
12月 成人合唱練習開始 立ち稽古
1月 全体立ち語古開始第l場 ソ口市東習開始 岡元宅花ホール
2月 全体立ち韓古開始第l場 ソロ導入 岡元宅花ホール
3月 全体立ち稽古第2場 衣装監督練習見学 花ホール
4月 全体立ち稽古第2場 衣装監督練習見学 花ホール
5月 全体立ちf!古第3場 衣装監督練習見学 花ホール
6月 全体立ち稽古3場 衣装監督練習見学 花ホール
ステージ
7月 総舞台立ち稽古開始 舞台監督t打ち合わせ開始 花ホール
舞台監督立ち会う ステージ
8月 総舞台立ち稽古開始 舞台監督と打ち合わせ開始 花ホール
ステージ
9月 総舞台立ち稽古 音楽監督 ・指俸者 花ホール
9月i本番
リハーサルタイムスケジュールは後日表示
実行委員会の動き
第一回会議
（説明会・実行委員を募る）
企画書作成検討
第二回会議
（後援会及び理事さがし）
新台本製本①
企画書市に提出
成人合唱団員募集
10月中決定
ダンス練習場確保
成人合唱（水の精I木のl;I決定
ソロ練習送り向かえ
ソロ練習送り向かえ
衣装検討
衣装決定即作成開始
衣装仮縫い
衣装仮縫い
衣装仮縫い
衣装仮縫い
プログラム作成印刷
衣装決定
演奏会の手伝い
．衣装着替え他
打ち上げ用意
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後援会の動き
宣伝の方法を考える
宣伝用チラシ作成
招待者の名簿作成
ポスター印刷
チラシ印刷
プログラム作成印副
招待状配布
礼状配布用意
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資料 2ー 2 市民オペラ 『レクの森に歌声が聞こえるJ製作スケジュール
1998 
1999 
日付
6月
12月
2月
7月
12月
20001月
2月
3月
4月
6月
7月
8月
9月
制作項目 事務処理
プロデユ スー i 
i 制作に関わる人事、予算検討）ト張王i
！演出家 1 
l脚本家 i 
l舞台監督 ｜ 
｜キャスト i 
斗ゴー 機雨｜契約書締結 ｜ 
lエキストラ i 
｜脚本手直し依頼 l
l作曲依頼 i 
作曲終了直ちにオーケストラ譜に編曲依頼
新台本作成
キャスト、オーテ守イション ←← 
スタッフ公募
出演者決定
練習開始
振り付け ・舞踊
立ち稽古・衣裳制作
オケ合わせ
オケ録音（練習用）
立ち稽古
照明・音響・衣裳・道具確認
舞台稽古
舞台仕込み
舞台稽古
上演
北広島市と相談
実行委員会発足準備会
実行委員会設立
オーデイション ・チラシ作成
公募開始（広報・新聞・他）
公演チラシ・ポスター撮影・作成
練習開場確保・出演者に伝達
指導者に伝達 （出欠確認）
衣裳保管場所確保・衣裳裁断
制作スペース確保
道具制作場所確保
プログラム作成開始
招待状作成・郵送
運営要領作成（動行表・当日進行表）
道具・衣裳運搬手配
交流会開催
5.キャスト
［第一部］
和田郁次郎
関矢孫左衛門
佐藤 乙蔵
松川 永太郎
園田長官
大塚事務官
警察部長
官吏l、2、3 （台詞あり）
警察2～3人 （立回りのみ）
農民たち10～15人（合唱あり）
［第2部］
雪野（ダブルキャス ト）
母さん
ばあちゃん
クウ（ダブルキャスト）
フクローl、2
カケス1、2、3
母キツネ
キツネ l、2、3、4
ウサギI、2、3
リスl、2 
木の精たち （20人）
水の精たち（20人）
雪の精たち（20人）
男たち（7～8人）
6.物語のあらすじ（公演時間 1時間20分）
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写真1 1999年12月28日 実行委員会設立
写真2 オーデション合格者説明会
市庁舎の垂れ幕
第一幕 広島村のある寄り合いで江別戸長 ・札幌区長 ・白石戸長 ・広島戸長が参集し野幌
国有林のめぐり話し合いが持たれた。水源地と しての固有林の大切さを江別戸長と
広島戸長が訴えるが、白石戸長と札幌戸長が民有化を望み、北海道開拓使の提案に
同調した。野幌北越植民者の関矢孫佐衛門をはじめ、計40名で直訴することになっ
た。北海道長官に直訴する様子を歌い踊る。
そして、お祖母ちゃんがその時の和田郁次郎のことや当時のことを、子供達に話
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して聴かせる。
第二幕 北広島市の憩いの森 「レクレーション森」の森と、その近くの宅地予定の森の四
季折々の様子。自然のおきてとそこに住む動物たちの生活。そして人間の生きかた
の本当の姿などを動物たちと関わりながら考える。雪野という少女が水害によって
父親を亡くした事実は、1983年の北広島市に起きた大洪水と重なって私達に問い掛
ける。 森の木が切られる様子が、ダンスと共に表現され、こんなだいじなものを失
なってまでもこの町を作っているのだから、私達はこの町を愛し、木を植え、自然
を大切にして、もとの姿に戻そう と動物たちと誓うのである。そして、逗しい自然
は、毎年また芽を吹き私達にその恩恵、を与えている。ラストシーンが感動的であ
る。
7.支援団体
この事業に対して支援していただく こととなった。
共催
北広島市 ・北広島市教育委員会
北海道文化財団
後援
北海道 ・北海道教育委員会 ・北海道新聞社 ・STY・ HBC・ 北広島文化連盟 ・北広島音楽
協会 ・北広島ロータリークラブ ・北広島ライオンズクラブ －北広島青年会議所・ 北広島商
工会青年部・北広島商工会女性部 ・北広島中央商店街振興会 ・北広島少年少女合唱団父母
? ?
?
8.制作に携わる人とスタッフの部
演出・総監督岡元真理子 監督助手大平洋子
総括アドバイザ｝太田晃正 音楽助手野村和可子
舞台監督今野 一生 錠峰益美
音楽監督米山和子 メイクアドバイザー
藤原徳代
曲向山 千春 演技助手野村文舎
響長谷川周平 吹奏楽団 ~t広島管監楽団
明鈴木静吾 衣装アドバイザー
武田美代子
舞踏・振付 鈴木里香 ポスタ デーザイン
編
??
日百
写真4 第2幕森の様子
大田原義幸
プロフェッショナルの専門家と市民としてはボランティ アとして参加した人である。市内の
人材不足している専門分野については札幌市在住のその職業の人にお願いした。
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9.実行委員会設立・裏方に関わる人
実行委員会会長l名
副会長2名
総合プロテ守ユーサーl名
（決定）
プロデューサー補佐l名
（決定）
仮称『市民ミュージカル
レクの森に歌声が聞こえる』
総括責任者
基本構想、
基本計画
全体の運営管理
目的・ 目標の設定
予算把握
効果測定
実行委員会
総務チーフ
総務副部長3名
事務局
各セクションの管
理と実行委員会との
コーデイネイト
会計3名 （内チーフ 1) 
?
? 言十
収支を見積もり「舞台に関わる人jと事務局が動
きやすいように現金を動かす。大きな支払いは公
演終了後とするように会計と相談して、ミュー ジ
カルが気持ちよく練習進行するように手配する。
マス・メディア関係と地域の宣伝を計る。チケッ
ト販売も関わるc
練習会場の確保に始まり「舞台に関わる人Jに連
絡する。移動乗り物 時ー間の手配
運営・進行2名（内チーフ 1) 運営・進行
宣伝 ・広報4名（内チーフ 1) 宣伝・広報
会場8名（内チーフ 1) 
?? ? 場
渉外2名（内チーフ 1) 渉 外 スケジュー ルの把握し外部と連絡を計る
催し者4名（内チーフl） 催 し 物 ｜ 展示 （ワー クショップ・今回の記録写真など）
10.「オーディション申し込み」チラシ（資料3)
次のよ うなチラシを作成し、募集とこの事業の宣伝を兼ねたものを配布した。この募集によ
り、キャストは後に約100人、 スタッ フは後に約30人集まり 、途中で止める人などもいたが、
大勢が参加したのである。
チラシの配布は各小中学校、公共機関、商店街、各町内会回覧版などで行われた。
100 岡元・人づく り町づくり市民参加型オペラの制作にあたって
ベラ
：声が悶こえる
E置演者オー ディション
AND 
タッフ募集のお知らせ
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開演予定8／平成1g年g月10日SUN
北広島市芸術文化;t;-Jlr2回公演（鱒1部第2部）
資料3 キャス卜・スタッフ募集チラシ
写真7 本番当日のお昼の手作りバイキング
写真5 第1幕村民たち
写真6 メイク中の男優
写真8 動物たちのタンス
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資料4 市民創作オペラ「レクの森に歌声が聞こえるJ練習スケジュー ル
月日 時 問 場 所 内 ，甘玄そ合 目標 （歌 ・台詞 ・ダンス）
3/26（日｝13:00～17:00 芸祢fホール オー ディション 歌の都 演技の部 ダーンスの部
活動室1 2 
4/9（日）18:00～21 :OJ 芸術ホール 初顔合わせ 『木の精 水ーの精・雪の精』の合唱曲
市民企画室 少年少女による 4曲練習→ ［目標達成］
第2都合詞と歌 第l部 f和田 関谷 園田j決定→
デモストレー ション ［目標達成］
キャステイング
4 /21樹 18刀O～20:00 活1 2 第2部 ［ア］キャスト森の動物・雪野他決定
↑（北広少年少女）＝第l図面接者から
19:00～21 :oo ［イ］キャスト 木の精・水の精・雪の精
目標全曲
4 / 28~) 18:00～20:00 練習室1・ 2 第2部合唱 ［ア］キャストのみ
5/10(7)< 18力O～21:30 第Hi日台詞 第l部キャストのみ、顔あわせ台詞あわせ
5/12（鉛 18:00～20:c:i 活2 第2部台詞 ［ア］キャスト
19:C D～20:co i舌1 第lJ'.l目台詞 第1部キャス ト台詞
20:00～21:CD 1舌2 第l部歌 第l部キャス卜歌練習
5／ゆ在的 18:C D～20:00 活2 第2部台詞と歌 ［ア］キャス ト
19・：oo～20：・。 活l 第l部台詞 第I部キャス ト台詞
20刀O～21:C8 活2 第l部歌 第l部キャスト歌練習
5/24(7)<) 19:00～21:00 i舌1 2 第2部歌 ［イ］キャスト オーケストレーション
［ア］キャストダンス振り1tけ 仕上げ （前半分）
5 /26'.i:I 18:00～19沿O 1舌2 第2部ダンス ［イ］キャス トダンス振り付け
19:C D～21.。 i舌1
5/31(7)< 18:00～21 :30 活l・ 2 第l部ダンス 第l部キャスト歌部分振り付け オ ケーストレーション
仕上げ（後半分）
6/4（日） 10:00～12:c:i I古1 2 第1部両方 台詞歌読み合わせ
動き振り付け
12:00～13:08 昼食
13:00～15:00 ［ア ，イ］キャスト 通し・振り付け
15:00～17：。 第l昔日キャス ト、［ア・イ］キャス ト通し
17:00～17:30 練習の注意事項最終指摘
17:30～17:50 連絡事項
6 /18（日）15:00～17:00 i舌1 2 ダンス [(I在実検討②大道具・小道具③音響＠その他］
17:00～18:00 
6/3悩 17：・00～18:00 活1・ 2 指導者打ち合わせ ［ア ・イ］キャス ト通し練習
18刀O～19:00
19:00～21 :CJ 第l部 ・第2部 ［ア・イ］通し練習
7/5制 18:C D～21:CO 活1 2 第l部通し練習
i舌4 [(I衣裳検討軍大道具小道具③音響＠その他］
7/7倒 18:C D～20:00 i舌l・ 2 ［ア イー］キャス ト通し練習
20:00～21:30 ［江主裳検討②大道具小道具③音響＠その他］
7 /14ti'l 18沿O～20:00 活1 2 ［ア イー］キャス ト通し練習
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7 /2α初 10:00～12:00 活1 2 ［ア］キャスト練習
12:30～13:20 『ひろとんまつりjに出演
13:30～17:30 『レクの森jに移動、レクノ森のお掃除、ジンギスカンパー テイ
7 /23（目） 13:00～15:00 活1 2 ［ア ・イ］ 衣裳仮縫いー 終 り次第メイク検討
15:00～16：・。 休憩
16刀O～17:00 第1部、衣裳仮縫い 終り次第メ イク検討
7 /25t() 18:00～20:co i舌1・ 2 第1部 第2苦r1cア・イ］通 し練習
20:00～21:CO 第 l部台詞と動きチェック
7/26（体水） 10刀O～12:co 活 1 2 ［ア］キャス ト台詞と歌練習
7.27（体木） 10:c D～12:c o 活1・2 第2部 ［ア イー］ の台詞と歌練習
7/28（件金） 18:00～21:30 活1 2 第 ll'!5通し練習
7 /3α日） 9 :oo～12:00 活 l 2 第 l部 ・第2部［アー イ］通し練習
12：・00～13：・。 休憩
13:00～15:00 （練習室1) 第l部 第2部［ア イ］最終衣裳合わせ→（管弦楽練習）
15:00～17：・00 第1部第2部［アイ］通し練習（管弦楽付き）
8/4省首 18:00～20:00 活2 第l部 第2部［ア・イ］通し練習歌録音（レクの森内施設）
19:00～21:30 活l 第l部
（ギャラリー）
8/5仕） 13:00～18:00 活 l 2 通し練習歌録音（レクの森内施設）
8/6（日） 10:00～15:CO 活 1 2 通し練習
15: 00～ 移動 Iふるさと祭りj広場へ、スタージでデモンストーレー ション
8/8()< 18刀O～20:CJ 活 1・2 第l苦r1・第2部［ア・イ］通 し練習
20:00～21:30 第l部
活4 スタッフ他
8/9171<) 18:00～21:30 ステージ 第 l部 ・第2部［アイ］通し練習（衣装付ける）
楽屋1・2 管弦楽入り（青響無ク亡〉生音チェアク）
8/2α日） 9 :oo～12:00 I舌1・2 全員参加衣裳仕上げ ・メイク準備
12:00～13:00 休憩
13:00～14:00 衣装メ イク付け
14:00～17：〔O 第1部 第2部［7・イ］通し練習（プログラム朋写真撮影）
8 /23側 18:00～22:00 ステ ジーlホル） 第 1都 ・第2部［ア・イ］通し練習
8/25:1封 18:00～22:00 ステ ジー（ホル） 第l部 ・第2部［ア・イ］通し練習
8 /26(±) 9 :30～12:00 活l 2 Aキャス ト衣裳合わせ通し練習
12刀O～13:CO （練習室1) 休憩
13:00～15:CO 第 1部 ・第2部［7・イ］最終（衣裳合わせ）（管弦楽付き）
15:CO～17:00 第l部 ・第2部［ア・イ］通し練習 （管弦楽付き）
8/29（刈 18沿O～21:30 公民館講堂 第 I部 ・第2部［ア・イ］通し練習
8/3附d 18 :c O～21 :30 公民館講堂 第1部 ・第2部［ア・イ］通し練習
8 /31(ボ 9 :30～13:00 公民館講堂 第l部第2部［ア・イ］通し練習
17：・00～21・：oo 第l部第2部［アイ］通し練習
9/ 1倒 17:00～21.。。 公民館講堂 第l部 ・第2部［アイ］通し練習
9/2凶 17:00～21刀O 公民館講堂 第I部 ，第2部［ア ・イ］通し練習
9/3（日） 9 :30～17:CJ 大曲小学校
9/5（刈 9 :30～12:00 花ホールス テージセッ ト組み練習
楽屋 スタ 1フ音響会議
13:00～17:0J i舌1・2 管弦楽練習
17:00～21 :CJ ステージ練習
21:00～22:00 後片付け（地下倉庫少々置ける）
置けない物は、車確保し移す
9/6，水j 17:00～ ステー ジ（ホール｝ 第I部 第2部［ア イー］通し練習
9/7（村 17:00～ ステージ（ホー ル） 第I部第2部［ア ・イ］通し練習
9/8店主） 17:00～ ステ ジー（ホー jレ） 第l部 第2部 ［アイ］通し練習
9/9(±) 9 :o～12:00 ステ ジーlホ←ル） ステージなら セットMlたて
12:00～13・。 休憩
13:00～21:CO 第l部・ 第2部 ［ア ・イ］通し練習
9/10（日）本番タイムテーブルは後程出ます。（下記動き参考に）
時間 場 所 キャストの動き （動物たち） （精たち） （役人たち） スタ ッフの動き
楽屋入り スタンパイ用意 衣裳確認 衣裳確認 衣裳確認 衣裳係りとメイク位置確保
舞台 第1部（A・Cast) 待機 待機 舞台演技
第2部（A・ Cast) 舞台演技 舞台演技 待機
立ち終了 （昼食＝交替で）
舞台 第i部（B Cast) 待機 待機 舞台演技
第2部（B Cast) 舞台演技 舞台演技 待機
立ち終了
開場
開演
A＝本番終了
開場
開演
B＝本番終了（楽屋後片付け＝ステージのパラシ）
活動室にて打ち上げ
後始末と退館
2階 活動室I 合唱女声 （水の精・ 雪の精 ・木の精）、お母さん、おばあちゃん
活動室2 動物たち、雪の、裕子、クウ
活動室3 第l部の男声出演者
練習室2 管弦楽
管弦楽着替え室→衣裳点検チェック事務所（衣裳係待機）
パントリ ー 昼食バイキング，広場廊下 （交替で食事二出演者）
l階 アーチス トロビー 昼食バイキング （交替で食事＝裏方・実行委員）
楽屋2・3 メイ ク場所（最終点検）
廊下 小道具 （かぶり物、つけもの、持ち物）
楽屋l 来賓、実行委員会事務所、外部対応
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実行委員会委の動き
楽屋手伝い
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資料5 市民参加型創作オペラ「レクの森に歌声が聞こえる」会計決算書
収入の部
項 目 予算額 決算額 士普 滅 備
チケット収入 1,190,000 968,0CO ム 222,000
助 成 Tu: 、 1,200,000 1, 200, oco 北広島市
， 2,000,000 2,0(8,000 道文化財団
4ヨYモ 加 料 300,000 234,000 ム 66,00078名×3,000円
協 賛 金 310, 000 547,000 237, 105 広告料（当日パンフレット掲載）
考
雑 』x'. 入 115 096 115, 095 「ふるさとまつり」に少年少女出演料と打ち上げパー ティ残金
Zロ〉 計 5,000,080 5,064,201 64,201 
支出の部
項 目 予算額 決算額 増 減 備 考
文 芸関係脚 本 50,000 30,000 ム 20,000
i寅 出 50,000 50,000 。
舞 台監督 300,008 430,000 130,000 
舞台美術 50,000 0 ム 50,co 
舞踊技術 150,000 81,200 ム 68,SCO
台本制作 50,000 16 364 ム 33,636
デザ イン 。 30,C:8 30,000 
ぷ口b、 計ー 650,000 637,564 ム 12,436
音楽関係費作 曲 料 50 000 30,000 ム 20,000
編 曲 料 200,000 60,000 ム 140,000
写譜楽譜制作 50,000 。ム 印，000
指揮者費 150,000 。ム 150,000
オーケストラ 70,000 75,000 5, c::i
練習伴 奏料 70 000 100,412 30,412 
メIコ〉、 言十 590,000 266,412 f'. 324,588 
舞台関係費大 小 道 具 800,000 716, 137 ム 83,863
音響照明 300,COO 550,000 250,000 
衣 装 1,100,0CO 803, 144 296,856 
メ イ ク 50, oco 157,500 107, 508 
道具借用費 80 000 。ム 80,028
道具運搬費 140, 000 50,000 ム 90,000 プレ講演資料展示品送料他
左口〉 計 2,470,000 2,276,781 ム 193,219
宣伝費関係印 刷 代 550,000 639,0CO 89,231 チラシ、当日ノfンフレット
記録録音写真 100,000 254,587 154,587 
広告宣伝費 50,0CD 236, 781 186, 781 ポスター、看板
送信 ・運搬費 80,000 37,525 ム 42,476事務所備品運搬等
メ仁き3、 計 780,000 1,168,124 388, 124 
事務関係費 ・消 耗 品 費 200,000 293,507 93,597 事務所借用料、消耗品他
食料費 関係 200,000 397,794 197,794 練習時、監督者食事、打ち合わせ時負担金
予 f庸 費 110, 000 24,929 ム 85071 
動l 刀ノ＼て 耳r、「 。 。 。
メ口'- 言十 5,000,000 5,0臼，201 64, 201 
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11.参加 ・募集（資料3)
資料3は市内全域に配った。資料3と4は 「北広島少年少女合唱団」 向けに1999年に配られ
た。資料4は2000年には一般市民と小学校 ・中学校 －高校などに配られ、多くの団体にも配り
広く募集した。そのことによ り、事業の宣伝効果が得られ、どのよ うなことをどのような人た
ちが何を しようとしているかが知ることになる。キャス ト、スタッフとしては参加できない
が、公演にはぜひ行きたいという観客としての参加を促すことになり、宣伝効果となるのであ
った。
12.練習スケジュール（資料4)
練習の日程、 回数、時間帯は資料5のとおりである。これは2000年4月からであるが、 1999
年8月頃から少年少女合唱団の練習は始まっている。また、練習会場を 「北広島芸術ホール」
に移ってからの練習状態がこの資料である。市の催しと して成立したことにより市施設の借用
に関して便宜を図ることができた。練習時の借用も無料となった。この免除により市からの助
成金は、実際の数字より高額の支援をいただいたということになる。
本番のスケジュールも練習スケジュール発表時に提示できると参加者には便利である。
13.予算と決算報告から （資料5)
この事業は「北海道文化財団Iと「北広島市」から多額の助成を受け実現したものである。
助成を受けるための提出書類についての書式等は関係各所からの指導を受け、提出し助成を受
けることができた。会計報告の領収書、関係書類、帳簿は厳重に保管され、正しく処理するこ
とができた。会計を担当した実行委員は会計業務に優れた人が必要と思われ、この事業におい
てはそのような人カf担当している。
舞台美術、 設備、舞台監督などに関し 「時円プランニングJという会社に参加していただい
た。その分は高額になっているが、市内の建設業に依頼したとしてもこの位の金額になり、プ
ロデユースの段階でこちらの意図が一般の方には注文しでも受けられないということであっ
た。 芸術的プラ ンの舞台設計には、演劇、オペラなどの経験が豊富なそのようなことをしてい
る会社でなくてはならないといえる。
あとがき
このような市民一環となる事業には、実行委員会と市側と市民の連絡、通知などが重要で、ど
ちらかが一人歩きしても、 そこには事業達成の不都合が生じる。そのため、市職員のアドパイ
ザー的役割が不可欠である。市役所の職員、特に社会教育委員会の暖かい目が必要であるとい
える。この事業においては、会議に出席してもらい、 静観していただき、市民で結成された実
行委員会の会議進行に添い、質問、要請に関しアド、パイスするという姿勢を貫いてくれたた
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め、実行委員会の2年間に渡る成長を損なわず続けることができた。
また、実行委員会の主なるメンバーが北広島少年少女合唱団の父母の方々というところに、
子供たちを取り巻く環境を良い状態で練習させたいという配慮の上に進められたことが、成功
を納める要因となったといえる。また、市内在住の文化における価値感が統ーされていたこと
がスムーズに公演まで導いたといえる。今後の課題は、市の助成、 道の助成が無くても、この
ような事業の実践が、可能になる観客動員を考えられると、文化の進行に繋がるといえる。市
民による市民のためのミュージカルを続けるためには、住民の文化意識と一体感、協調性、加
えて幸福感などが自然発生的に生じるように指導的集団が導くことが問われる。人材育成とは
技術を習得するだけではなく、精神性を高める人っくりから始まるといえる。練習会場、公演
会場が立派であっても、その中で自己表現、自学自習、自己啓発、自己分析、 社会に何を提起
し、自らがどこの部分を成せるかが、市民参加型創作オペラのあり方といえる。北海道をはじ
め北海道教育委員会、北広島市、北広島教育委員会、そして多くの市民によって実行、 成功し
たのである。また次の機会にこのミ ュー ジカルを実践することにより、市民は何を得、 結果に
繋がったかを述べたいと思う。今回は事業実践報告と経過などに止めたいと思う。
鑑賞した講演会、公演
1999年l月14日（4日間）北海道舞台塾日本劇作家大会、’99北海道大会
1997年～2001年第10回～第15回五陵星よ永遠に「函館野外劇」
1997年9月6日 町おこし道民シアタ一穂別町文化協会50周年記念「ポオの森の太陽まつり」
1997年11月2日 函館市民ミュージカlレ「いつか銀河鉄道で」
1999年10月10日 斜里町町民オペレッタ「どんぐりの詩がきこえる」
2000年2月27日 浦河町民ミュージカル「ルピナスの丘」
実行委員会紹介
村山 紀昭 渡辺 信彦 石田壱城 米山喜久治 石井邦夫 平井 康一
堂野前知恵 浅師久美子 沢田美恵子 西野智津子 森本 吉則 宮崎謙一
三浦優子 杉本真智子 岩瀬順子 上原康雄 大谷恵一 中村 ー仁
鈴木俊博 恩田芳子 山田 陽子 大平洋子 武田美代子 平間千絵
その他、お手伝いしていただいた方たち
武田 秀好 中畑香奈子 加藤ひとみ 宮武剛史 家政美由紀 米山奈津江
本禄節子 池田愛紗 米山絞紗 福津三枝子 氏原牧子 堂野前容子
西国静子 石井 瞬 矢口さい子 坂井比佐子 伊i畢 知華 田中笠子
加藤 恵子 岩i幸恵子 阿部美智子 広保利恵子 佐伯奈美 商 芳江
清水玲子 荒木常子 畠山祐子 小林 美幸 小原君子 広上久美下
須摩 小林 丸山 木村 J、豆土 膝l← j頼 JI 八塚 古 崎 土屋
t田 上 村 森下 高橋 中川 森平 内藤 榊 山 戸
